
 

みえ福祉第三者評価結果 

① 第三者評価機関名 

株式会社百五総合研究所 

 

② 施設・事業所情報 

名称：三重県いなば園 すぎのき寮 種別：障がい 

代表者氏名：村上 美智代 定員（利用人数）40名 

所在地：津市稲葉町 3989 

TEL：059-252-1780 https: www.mie-reha.jp/inabaen 

【施設・事業所の概要】 

 開設年月日 昭和 56年 4月 1日 

 経営法人・設置主体（法人名等）：社会福祉法人三重県厚生事業団 

 職員数 常勤職員：    23名 非常勤職員    3名 

 専門職員 （専門職の名称）   

社会福祉士     4名 保育士  1名 

介護福祉士    9名 看護師  1名  

 施設・設備

の概要 

（居室数） （設備等） 

個室対応 40 相談室・食堂・浴室・デイルーム 

 

③ 理念・基本方針 

一人ひとりの意向を尊重し、自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう、そ

の支援に向けた良質で多様なサービスを提供するとともに、県民の高い信頼を得る中

で、全ての人々が障がいの有無にかかわらず相互に人格と個性を尊重し合いながら共生

する社会の実現に貢献します。 

 

④ 施設・事業所の特徴的な取組 

利用者様一人ひとりの個性を尊重し、ご利用者様からニーズを聞き取ったうえで目標に

応じた支援を行っています。将来、地域生活への移行を目指すご利用者様には、地域生

活で必要となるマナーやスキルの獲得支援も積極的に行なっており、同施設内に併設す

る就労継続支援 B型事業所を利用して、就労に繋げるための支援も行っています。 

 

 

⑤ 第三者評価の受審状況 

 評価実施期間 

 

令和 6年 10月 29日（契約日） ～ 

令和 7年 3月 31日（評価結果確定日） 

 受審回数（前回の受審時期）    3回（平成 28年度） 

 

 



⑥ 総評 

【特に評価の高い点】 

・納涼大会やふれあい祭など、地域の方も参加できるイベントを開催しています。毎年、

近隣の小学校と一緒に芋掘りを行ったり、地域へ買い物に出かけるなど、利用者が地域

と交流する機会を多く持っています。 

・支援方法が統一できるように「日常生活支援マニュアル」を作成しています。寮には

虐待防止マネジャーと権利擁護委員を各 1名配置し、職員への研修や学習会、権利擁護

アンケート等を実施しています。また、個別支援会議以外に、職員会議内でケースカン

ファレンスを実施し、利用者の支援内容を検討し周知する機会を設けています。 

・相談支援事業所と連携しながら、利用者及び利用希望者に対し必要な情報を提供して

います。見学では、活動内容の紹介動画や軽作業の様子などを実際に見て頂いています。

6月には、利用者を連れて他のグループホーム等も見学することで、当施設以外でも利

用者に適した選択肢が広がるように努めています。 

【改善を求められる点】 

・策定した事業計画は、毎月の職員会議で実施状況を確認しています。半期で計画内容

の見直しをしていますが、変更内容について職員が更に周知できる取り組みへの工夫を

期待します。 

・各職員には、内部・外部研修への参加を推奨しています。資格取得の申し出があれば

特別休暇を付与する等の仕組みはありますが、意欲のある職員が研修に参加しやすい環

境やサポート体制づくりを期待します。 

 

⑦ 第三者評価結果に対する施設・事業所のコメント 

第三者評価をいただき、評価された点については職員一同大変嬉しく思っています。地

域との交流や支援方法の統一、権利擁護に関する取り組みを今後も継続し、さらに強化

していきます。改善点については、計画変更内容の周知方法を強化し、個人目標シート

の進捗管理をより充実させます。職員の研修や学びの場を増やし、スキル向上に努めま

す。今後も利用者の生活の質の向上を目指して、施設運営に尽力してまいります。 

 

⑧第三者評価結果 

  別紙の「第三者評価結果」に記載している事項について公表する。 

 


